
研究の概要 
• 変分法に基づいて未知のカイラル非一様構造を決定する 

  DCDW-typeの有限質量非一様構造は未だ未発見 

• 得られた非一様構造の熱力学的性質を議論する 

  温度・密度平面上での相図＆非一様構造の関数形の変化 

 

非一様相の変分法的決定方法 
• 非一様構造として適当な形を指定 :  

 ⟨𝜓 𝜓⟩ = Δ cos 𝜃(𝑧) 

 ⟨𝜓 𝑖𝛾5𝜏3𝜓⟩ = Δ sin 𝜃(𝑧) 

• 熱力学関数に代入し、𝜃に対する停留条件→𝜃に対する運動方程式 

• 運動方程式の解を熱力学関数に代入→最小値となるのが実際に実現する構造 

 

 有効作用：ΩMF = −𝑖Trlog𝑆 −
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𝜏3𝛾5𝛾3𝜕𝑧𝜃 − 𝑚𝑐(cos 𝜃 − 1 + 𝑖𝛾5𝜏3 sin 𝜃)]−1𝛿(𝑥 − 𝑦) 

 

 

 運動方程式：
𝑑2𝜃(𝑧)

𝑑𝑧2 − 𝑚𝜋
∗2 sin 𝜃 𝑧 = 0  sine-Gordon 方程式 
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